
金
滞
古
蹟
志
巻
二
十

に
て
馳
参
歩
、
依
て
御
馬
一
疋
・
口
捕
商
人
笠
の
内
は
寺
中
に
相
詰

居
た
り
。
則
有
厩
屋
敷
跡
と
て
境
内
に
有
ν
之
也
。
明
暦
三
年
・
寓
治

元
年
、
野
岡
山
高
徳
公
之
御
廟
所
・
高
岡
瑞
龍
公
御
廟
所
へ
、
微
妙
公

の
御
意
を
以
御
代
奔
焼
香
相
勤
。
共
時
に
白
銀
五
枚
宛
拝
領
被
昌
仰

付
吋
承
服
年
中
よ
り
明
暦
ま
で
‘
越
中
高
岡
瑞
龍
寺
御
建
立
に
付
、

御
意
を
以
見
廻
り
方
相
勤
。
依
v

之
寓
治
二
年
正
月
廿
一
日
制
利
卿

よ
り
白
銀
十
枚
拝
領
被
昌
仰
付
一
旦
利
常
卿
御
秘
蔵
之
霞
釜
一
口
一
拝
領

被
且
仰
付
二
防
腐
公
逝
去
之
時
、
利
常
卿
御
意
を
以
、
武
州
江
戸
ま
で

掌
骸
之
御
迎
陀
伺
公
仕
、
御
園
ま
で
御
供
致
.
英
節
け
ん
織
之
袈
裟

拝
領
被
昌
仰
付
刊
と
あ
り
。
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月

寺

楼

此
の
棲
樹
は
、
金
津
市
中
に
て
の
名
木
也
。
松
月
寺
由
来
書
K
.
嘗

寺
中
興
奈
岸
和
備
、
利
常
卿
御
懇
命
を
以
.
小
松
中
庭
之
大
棲
拝
領

被
昌
仰
付
一
植
所
も
佳
品
御
指
固
一
門
之
甫
に
植
置
、
唯
今
老
木
氏
罷
成
。

と
あ
り
。
鳩
巣
文
集
前
筋
巻
聞
に
、

遊
弘
明
月
寺
-
看
一
回
議
花
-

古
寺
等
v
春
々
己
穫
。
白
模
開
墾
傍
昌
腕
干
吋
・
珠
林
営
v
聾
雲
長
住
e

香
閤
引
v
風
雲
不
ν
寒
.
樹
下
人
誇
冠
玉
美
.
悌
前
借
作
雨
花
看
.

れ
ば
、
野
村
宗
願
の
鷹
の
祈
祷
の
第
め
、
諏
訪
の
紳
鍵
を
勧
請
せ
し

は
、
寛
永
以
前
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
大
平
右
京
は
大
平
源
宿
衛
門

が
雌
・
な
る
べ

L
。
信
州
諏
訪
明
紳
は
、
費
騰
の
事
よ
り
し
て
‘
騰
の

守
護
一
柳
と
す
る
に
依
っ
て
、
勧
請
し
て
一
位
を
建
て
た
り
。
故
に
奮

務
中
は
鷹
匠
共
蛍
枇
を
信
仰
し
‘
若
し
鷹
の
煩
へ
る
時
は
‘
必
4
y
蛍

舷
へ
新
騰
す
る
例
た
り
し
と
ぞ
。
一
訟
に
‘
蛍
枇
は
能
美
郡
小
松
の

諏
訪
紳
駐
の
紳
麓
を
勤
諦
せ
り
。
利
常
卿
小
松
に
在
城
し
給
ふ
頃
、

諏
訪
は
鷹
の
守
護
紳
と
て
、
鷹
匠
共
信
仰
す
。
故
に
鷹
匠
頭
よ
り
言

ょ
し
て
、
金
樺
に
も
諏
訪
一
脚
枇
を
建
立
せ
ん
と
て
、
泉
野
に
一
枇
地
を

申
下
し
、
新
に
枇
殿
を
創
立
し
て
、
紳
鍵
を
小
松
よ
り
勤
鵠
す
と
い

へ
り
。
但
し
枇
殿
創
立
の
年
月
等
は
詳
か
た
ら
宇
と
。
按
守
る
に
、

右
紳
祉
の
並
な
る
高
岸
寺
に
停
来
せ
る
地
券
の
殻
書
あ
り
。
共
の
文

は
後
の
高
岸
寺
の
僚
に
載
す
。
と
の
殻
寄
に
撮
り
て
見
れ
ば
、
そ
の

さ
き
今
の
高
岸
寺
の
地
に
諏
訪
枇
あ
り
し
を
、
寛
永
十
三
年
に
高
岸

寺
の
寺
地
と
換
地
せ
し
も
の
也
。
さ
れ
ば
探
訪
一
柳
駐
を
創
立
せ
し

は
.
寛
永
十
三
年
以
前
に
て
、
利
常
卿
小
松
城
へ
養
老
し
給
ひ
し
よ

り
.
遥
か
以
前
怠
る
事
い
ち
じ
る
し
。
延
貨
の
金
湾
固
に
載
せ
た
る

諏
訪
紳
枇
の
枇
漣
た
る
地
闘
下
の
如
し
。
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営
位
草
創
は
、
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
、
中
納
言
利
常
卿
之
時
、
野

村
宗
願
・
大
平
右
京
申
上
.
御
騰
之
需
品
御
新
穂
-
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建
。
と
あ
り
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爾
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は
、
共
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頃
の
鷹
匠
頭
也
と
云
ふ
。
按
宇
る
に
、

野
村
宗
願
は
審
士
野
村
五
郎
兵
衛
が
胞
な
り
。
元
職
七
年
曾
孫
五
郎

兵
衛
重
徳
が
建
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る
墓
碑
記
に
云
ふ
。
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停
。
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若
狭
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也
d
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長

仕
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岡
氏
吋
一
脇
田
佐
久
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政
部
下
↓
篇
昌
押
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持
-
云
々
。
柴
田
氏
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猶
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=
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徳
公
コ
賜
-
-
食
除
五
百
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二
穴
正
・
文
総
之
際
d

常
符
a
高
徳

公
-
力
戦
.
公
賞
品
其
勇
功
プ
伊
織
第
二
千
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コ
擁
錆
昌
軽
卒
隊
長
-
云
ぺ

瑞
飽
公
善
昌
其
忠
男
吋
一
倍
a
加
秘
食
-
至
昌
二
千
石
↓
慶
長
十
年
a

瑞
館
公
縫
a

園
於
微
妙
公
刊
十
有
八
年
致
v
事
薙
髪
d

改
競
ち
京
順
二
一
京
順
無
v
子
。
以
昌

帯
左
馬
允
軍
政
-
錫
v
問
以
詮
藤
一
千
七
百
石
-
穣
a

興
重
政
刊
以
昌
三
百

石
-
篤
a
隠
居
活
計
コ
微
妙
公
使
ち
京
一
隅
奥
昌
長
屋
某
-
相
一
共
掌
=
五
高
石
租

税
吋
且
管
咽
騰
坊
緒
吏
~
此
非
常
渥
恩
也
.
寛
永
元
年
甲
子
十
}
月
十

七
日
@
病
a

残
手
金
滞
一
事
年
七
十
=
一
。
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あ
り
。
此
の
停
訟
に
て
見

E
ず

準

品

山

、
¥ 

."，- ーー
.../ 

f 

『、-~

-・
-剛-圃，

-bイ

Z
Uド

F‘亀 ~1"l‘

ぁ 1
寄せ
ム聖 人

.・~(
/てプ¥¥

ー'戸ーーー'




